音楽科学習指導案
平成１9年１月１１日（木）３校時

南城市立大里南小学校　３年１組

男子19名　女子18名　計37名
授業者　今　井　一　義

１　題材名　リコーダーに親しもう
２　題材設定の理由

器楽学習において第３学年は，鍵盤ハーモニカに続いて新たにリコーダーが導入され，音楽活動の幅がより広く展開する学年である。

一般的にリコーダーの学習は一斉指導による学習形態が主である。しかし，それは「姿勢」，「楽器のかまえ方」，「運指」，「吹き方」，「タンギング」など，演奏技術の基礎になる大事な要素が，一人一人丁寧に指導されないまま学習が進んでしまう側面をもっており，このことが演奏技能の差を生み，リコーダーの嫌いな児童を生む一番の要因ではないかと思われる。そこで，児童が初めてリコーダーを手にした時の感動や喜びを維持しながら演奏技能を伸ばしていくためには，導入期での指導方法の工夫・改善が重要であると考える。

そこで，基礎的な奏法を身に付けるためのステップアップシートを作成し，学習活動を展開していきたい。このシートは児童が演奏技能の基礎を自分のペースで学習を進めることができ，教師も児童の学習進度状況を一目で把握することができる。また，各シートの中に演奏技能の基礎をチェックする項目を設け，児童による相互評価を取り入れることでこれまで丁寧にチェックされずに進んでいた一斉指導のマイナス面を補うことができると考える。
このようにステップアップシートを活用した授業を展開することで，どの児童にもリコーダーの基礎的な演奏技能を定着させることができ，さらには演奏技能が高まることでリコーダーを演奏する楽しさや充実感を味わうことができるであろうと考え，本題材を設定した。
３　教材観及び授業観
(1) ステップアップシートについて

ステップアップシートはある到達目標に対して系統的に，スモールステップで作成されており，１枚クリアすると次のプリントに取り組める学習シートである。児童は，各自のペースで系統の下位からステップアップして学習できるため，少しずつ無理なく学習を進めることができる。
このシートは数学や理科などの教科や企業の社員研修の手法として広く活用されており，アメリカの心理学者で行動分析の創始者，バラス・フレデリック・スキナー(1904-1990)が提唱したプログラム学習の応用である。このスキナーの提唱したプログラム学習の理論を基に，リコーダーの導入時期の指導内容を細分化してシートを作成し活用することで，導入時期に必要な基礎・基本を効率よく学習することができるのではないかと考える。　　
　(2) ペア学習について
ペア学習はグループ学習と同様に，一斉学習と個別学習の中間に位置し，小集団学習にあたる。そこでは二人で相談する，互いに評価し合う，作業を分担する，成果を分け合う，というように協同的な学習を進めることができる。今研究ではステップアップシートを活用した学習を進める上で，特に注目したいのはお互いに評価し合うという点である。ステップアップシートの中に，リコーダーの基礎・基本である「姿勢」，「楽器のかまえ方」，「運指」，「吹き方」，「タンギング」などを確認するチェック項目を設け，学習の達成状況を児童がお互いにチェックする。さらに，ある程度シートが進んだところで教師が再度チェックすることで，これまで丁寧にチェックできなかったという課題を解決できるのではないかと考える。また，お互いに教え合い，励まし合いながら学習を進めることができるため，プログラム学習の問題点である学習そのものに飽きてしまうというような事もなく，自ら学び教え合う力を高める事ができるのではないかと考える。
　　　このようなことからステップアップシートを活用して学習をより効果的に進める学習形態として，是非こ　　　　　　のペア学習を取り入れた実践を進めていきたい。　
　(3) ステップアップシートの開発
ステップアップシートを作成していく上で大切なのは，リコーダーの学習内容をどのように細分化するかが大きな課題といえる。そこでリコーダーを学習していく過程で一番つまずきやすい運指（指の動き）に着目した。北村俊彦(2005)は「どの指をどのように動かすかで困難さの度合いが決まってしまう。」と述べ，動かす指やその動かし方によって難易度があり，これが個人差を生む原因の１つになっていると指摘している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この北村氏の提唱している運指の難易度を基にシートを１１のグレードに分けた。さらにこれまでのシートで練習した指の動きが，どのくらいスムーズ且つ正確に演奏出来るようになっているかを確認する為の曲を途中に入れ，合計１６枚のシートを作成した。１枚のシートの中には，段階的に指の動きが練習しやすいように短い曲を用意し，全音符から始まり次第に四分音符，八分音符へとリズムが細かくなることで，ゆっくりと指の動きを確認しながら練習ができるように配慮した。このように段階的に練習をさせる工夫をすることで，リコーダーを苦手にしている児童でも容易に指の動きの練習ができると考える。
４　児童の実態

　　学級全体の雰囲気としては，活発な子が多いせいか明るく元気のある学級である。学習面ではお互いに分からない所などを教えあったりする場面も見られ男女の仲も良く，意欲的に学習に参加する姿が見られる。
事前に行ったアンケートによると，「音楽の授業は楽しいですか」という問いに対して「楽しい」または「どちらかというと楽しい」と答えている児童が８４％もおり，音楽の好きな児童の多いことが分かる。また「何をしている時が楽しいですか？」という問いには「リコーダーを吹いている時」と答えている児童が多数いることからリコーダー学習への興味関心の高さが伺える。しかし，「リコーダーを演奏することは好きですか？」と言う問いに対して「あまり好きじゃない」または「嫌い」と答えた児童が７人おり，しかも７人全員が男子児童である。このことからリコーダーに対する苦手意識を克服できるような手だてを工夫していく必要があると考える。
	１　音楽の授業は楽しいですか？
	楽しい　　　　　　　　２２人（６０％）

	
	どちらかというと楽しい　９人（２４％）

	
	あまり楽しくない　　　　３人（　８％）

	
	楽しくない　　　　　　　３人（　８％）

	２　音楽の授業で何をしている時が楽しいですか？
※楽しい＆どちらかというと楽しいと答えた人のみ（複数回答可）
　・歌をうたっている時（１０人）
　・リコーダーを吹いている時（２４人）
　・ＣＤなどで曲を聴いている時（１１人）
　・その他（７人）『　テストをしている時　他　』
	３　音楽の授業が楽しくないのはなぜですか？

　　※あまり楽しくない＆楽しくないと答えた人のみ（複数回答可）

・歌が上手にうたえないから（０人）
・リコーダーが上手に吹けないから（４人）
・楽譜が読めないから（０人）
　・その他（２人）『　楽しくないから　他　』

	４　リコーダーを演奏することは好きですか？
	好き　　　　　　　　　２２人（５９％）

	
	どちらかというと好き　　８人（２２％）

	
	あまり好きじゃない　　　５人（１４％）

	
	嫌い　　　　　　　　　　２人（　５％）

	５　リコーダーを演奏する事のどんな所が好きですか？

　　※好き＆どちらかというと好きと答えた人のみ（複数回答可）

　・色々な曲が吹けるから（１１人）

・リコーダーの音が好きだから（９人）

　・リコーダーの練習が好きだから（１９人）

　・友だちと一緒に演奏するのが好きだから（２５人）

　・人前で演奏することが好きだから（５人）

・その他（３人）『　できた時うれしいから　他　』
	６　リコーダーを演奏する事が嫌いなわけ何ですか？

　　※あまり好きじゃない＆嫌いと答えた人のみ（複数回答可）

・指の動きが難しいから（３人）

・タンギングができないから（０人）

　・なかなか上手くならないから（３人）

・自信がないから（３人）

・練習がめんどくさいから（１人）

・人前で演奏するのが恥ずかしいから（３人）

　・その他（１人）『　気分が悪くなるから　』


５　題材の目標

　　ステップアップシート活用してリコーダーの基礎基本の定着を図る。
６　題材の評価規準

	
	ア　音楽への

関心・意欲・態度
	イ　音楽的な感受や

表現の工夫
	ウ　表現の技能
	エ　鑑賞の能力

	歌唱
	
	
	
	

	器楽
	○
	○
	○
	

	創作
	
	
	
	

	鑑賞
	
	
	
	○

	題材の評価規準
	○リコーダーに関心をもって，進んで演奏したり演奏の仕方を工夫したりしようとしている。
	○リコーダーの音色や響きを感じ取って，音の出し方を工夫している。
	○基本的な奏法に気をつけ，きれいな音でリコーダーを演奏することができる。
	○リコーダーの音色の美しさを感じ取りながら聴くことができる。

	具体の評価規準
	①リコーダー正しい演奏の仕方を理解しようと，主体的に学習に取り組んでいる。

	①音色に気をつけて演奏することのよさや楽しさを感じ取っている。

	①リコーダーの適切な扱い方，演奏の仕方など，基礎的な演奏技能を身に付け演奏している。

	①友だちの演奏のよさや美しさを感じ取って聴く。



	
	②自分の演奏や友だちの演奏をお互いに聴き合い，協力して学習に取り組もうとしている。
	②リコーダーの持つ音色や美しい響きを感じ取って演奏の仕方を工夫している。
	②ソラシドレの運指に慣れ，旋律を演奏することができる。
	②楽器の響きや音の重なりを感じ取って聴く。


７　指導と評価の計画

	時
	●学習の内容　○学習活動
	◇教師の支援
	■準備する物

	１
	●姿勢・かまえ方・吹き方など基本的な奏法を覚える。

①指あそびして指番号を確認する。

②リコーダーの早口言葉を一斉音読する。

③楽器の正しい姿勢やかまえ方を知る。
●ステップアップシートを使った学習の進め方について理解する。

①ステップアップシートについての説明を聞く。

②ペアの確認をする。

③ふり返りカードを書く。
	◇指あそびしてトーンホールを開ける・ふさぐの動作がスムーズにできるようにさせる。
◇口形や発音・舌の動きを理解させる。

◇音の支えをしっかり行うために，正しい姿勢の指導，楽器のかまえ方（三点支持）の指導をする。

◇ステップアップシートの内容を知らせ，ペアでどのように学習を進めていくのかを説明する。
◆観点アー①（観察・ふり返りカード）
	■早口言葉（拡大紙）
■ステップアップシート（拡大紙）

■リコーダーの姿

　勢図（拡大紙）

■ふり返りカード

	２
	●ステップアップシートを活用したリコーダー学習をする。

①指あそび・リコーダーの早口言葉の練習をする。

②姿勢・かまえ方・吹き方の復習する。

③ステップアップシートを使用して学習を進める。

④終了したペアは未終了のペアの手助けを行う。
⑤ふり返りカードを書く。
	◇学習のウォーミングアップとして指あそびと早口言葉を全員で練習させる。

◇ペアでチェックする際の視点として姿勢・かまえ方・吹き方など奏法の基礎基本を確認させる。

◇分からないリズムがあればすぐに確認できるように練習用ＣＤを用意しておく。

◆観点イー①（観察）

◇次のシートに移る際には教師が基礎基本の定着の様子を確認して進めさせる。

◇シートの学習を最後まで終えた児童にリトルティーチャーになってもらい，未終了のペアの手助けをしてもらう。
◆観点ウー①（観察）
◆観点アー②（観察・ふり返りカード）
	■早口言葉（拡大紙）
■リコーダーの姿
　勢図（拡大紙）

■ステップアップシート
■ラジカセ（４台）
■練習用ＣＤ

■リトルティーチャー用名札

■ふり返りカード



	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	
	
	

	７
	
	
	

	８

本時
	
	
	

	９
	●運指に気を付けながら合奏曲を演奏する。

①指あそび・リコーダーの早口言葉の練習をす　　

　る。
②姿勢・かまえ方・吹き方の復習をする。

③ペアで運指を確認しながら練習をする。

④伴奏に合わせて全員で演奏する。

⑤ふり返りカードを書く。
	◇学習のウォーミングアップとして指あそびと早口言葉を全員で練習させる。

◇姿勢やかまえ方，運指に気をつけて学習曲をペアで練習させる。

◇伴奏に合わせて全体で合奏練習を行う。
◆観点ウー②（観察）

◆観点エー①（発言・ふり返りカード）
	■早口言葉（拡大紙）
■リコーダーの姿
　勢図（拡大紙）

■ピアノ伴奏用デ
　ータ

■ふり返りカード



	10
	●曲の感じを生かしてリコーダーの演奏をする。
①指あそび・リコーダーの早口言葉の練習をす

　る。
②姿勢・かまえ方・吹き方などの復習をする。
③これまでの学習をふり返りながら合奏曲を演奏する。
④ビデオ鑑賞をする
③ペアでこれまでの学習をふり返える。
	◇これまでの学習したリコーダーの基礎基本がきち　　　　

　んと身に付いているか確認しながら学習曲の練習
　をさせる。

◇ビデオで撮影する。

◇今後のリコーダー学習に生かせるよう，めあてをもって鑑賞させる。
◆観点エー②（発言・ふり返りカード）
◆観点イー②（観察）
	■早口言葉（拡大紙）
■リコーダーの姿　

　勢図（拡大紙）

■ふり返りカード

■ビデオカメラ


８　本時の学習（8／10）
　(1) 本時の目標

　　　ペアで協力して学習を進め，リコーダーの基礎的な奏法を身につける。
　(2) 授業仮説
　　　ステップアップシートを活用した学習において，ペアでお互いに教え合うことで学習内容の定着度が高まり，リコーダーの基礎的な奏法を身に付けることができるであろう。
　(3)本時の展開
	学習内容
	教師の指導・援助
	評価の観点

	１．指あそび・リコーダーの早口言葉をする。

２．姿勢・かまえ方・吹き方の復習をす
　　る。

３．本時のめあてを確認する。

４．ステップアップシートを使用して学習を進める。

５．終了したペアは未終了のペアの手助けを行う。

６．ステップアップシートを使った学習をしての感想を発表する。
７．ふり返りカードを書く。
	・学習のウォーミングアップとして指あそびと早口言葉をさせ，楽しい雰囲気をつくる。
・ペアでチェックする際の視点として姿勢・かまえ方・吹き方など奏法の基礎基本を拡大紙等で見せ，確認させる。
・分からないリズムがあればすぐに確認できるように練習用ＣＤを用意しておく。
・次のシートに移る際には教師が基礎基本の定着の様子を確認して進めさせる。
・シートの学習を最後まで終えた児童にリトルティーチャーになってもらい，未終了のペアの手助けをしてもらう。
・素晴らしい感想を発表した児童や良く頑張っていた児童をみんなで賞賛し，次時の学習への意欲を促す。
	観点ウー①

・リコーダーの適切な扱い方，演奏の仕方など基礎的な演奏技能を身に付け演奏している。（観察）

観点アー②

・自分の演奏や友だちの演奏をお互いに聴き合い，協力して学習に取り組もうとしている。
（観察・ふり返りカード）


　(4) 評価
　　　ペアで協力して学習を進め，リコーダーの基礎的な奏法を身につけることができたか。
友だちと協力してリコーダーが上手に演奏できるようにしよう
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